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全身麻酔下トリメタファンの瞳孔径に及ぼす影響
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て瞳孔を利用する際には注意を要することが古く

から記載されている4)が，その詳細を検討した報

告は見当たらない

著者らは，全身麻酔下にＴＭＰを持続投与し

種食の投与量に伴う瞳孔径と循環系の変化を経時

的に測定したので報告する．

１

対象と方法
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全身麻酔下トリメタファンの瞳孔径に

及ぼす影響
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要旨

ＧＯＦ全身麻酔下にトリメタファン（TMP）を投与し，瞳孔径と血圧に

対する影響を検討した．ＴＭＰの投与量により17症例をＡ群(n＝5)０．５ｍｇ／

ｍin，Ｂ群（n＝6）１．０ｍｇ/ｍin，Ｃ群（n＝6）１．５ｍｇ/ｍｉｎの３群に分け検

討した．ドＡ群は，瞳孔径，収縮期血圧に有意な変化を認めなかった．Ｂ群

は，ＴＭＰ投与により瞳孔の散大，収縮期血圧の低下を認め，投与12分後の

瞳孔径は3.3土0.27（ｍ、）と約１ｍｍの散大を示した．Ｃ群は，Ｂ群に比

較してその変化は大きく，ＴＭＰ投与８分後の瞳孔径は５．６±6.52(m、）と

著明な散大を示した．Ｃ群でＴＭＰ投与中止後は，瞳孔，血圧はともに徐為

に回復し，１０分後にはほぼ投与前値に復した．ＴＭＰ投与により循環系の変

化とともに瞳孔の散大が認められ，その変化の大きさはＴＭＰの単位時間あ

たりの投与量に依存することがわかった．

トリメタファン（TMP）は，アセチルコリンと

競合してアセチルコリン受容体と結合し，非脱分

ところでＴＭＰ投与により瞳孔が散大するの

で，ＴＭＰ投与下で中枢神経系の診断の補助とし
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極性に自律神経を遮断する．その節遮断に伴う血

圧下降作用の発現は，迅速でその作用持続時間も

短く，低血圧麻酔ばかりでなくhypertensivecri‐

sesなどの血圧コントロールとしても臨床に広く

用いられている''2)．

ＴＭＰ投与による循環系以外の臓器に対する作

用は，その作用が比較的弱いため，臨床であまり

注目されていないが，消化管の緊張，運動減少に

よる悪心・堰吐・便秘，勝耽の収縮抑制による尿

貯留，分泌腺抑制による口渇および毛様体筋麻陣

に伴う瞳孔散大などがあげられる3)．

対象は，眼疾患を認めないＡＳＡｃｌａｓｓｌ～Ⅱ

の乳癌および脊椎の予定手術患者で，低血圧麻酔

が適応と考えられた成人17症例（男７例，女１０

例，年齢２１～45歳，平均38.4歳，体重５０～５９

kg，平均５７．５kg）であった.・

前投薬は，アトロピン０．５ｍｇ，ヒドロキシジ
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